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５.長崎遺跡
ながさきいせき

所 在 地：坂井市丸岡町長崎

調査原因：主要地方道丸岡川西線福井港

丸岡インター連絡道路改良工事

調査期間：令和元年 10 月１日～12 月 27 日

調査主体：福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

調査面積：501 ㎡

時  代：中世・近世

                            位置図（S＝1/50,000）

□調査の概要□長崎遺跡は、北陸における時宗布教の拠点であった長崎称念寺を中心に広が

る遺跡です。過去の調査では、平成 28年度の福井県教育庁埋蔵文化財調査センターによる新

幹線建設事業に伴う発掘調査において、現在の称念寺の区画とも一致する堀や、区画溝、建

物の他、多数の井戸など、13～15 世紀の遺構・遺物を確認しています。また、同年度には坂

井市教育委員会による発掘調査も行われました。

今回、福井港丸岡インター連絡道路改良工事に伴い、称念寺の南西部において 501 ㎡の範

囲で発掘調査を行いました。調査は複数年度にわたる予定であり、今年度の調査区は新しい

道路の両側に設けられる側溝になる箇所で、幅２ｍ、東西長 120ｍの範囲です。

〇調査位置図（縮尺約 1/150）〇

：今回の発掘箇所 ：今後の発掘予定地

称念寺
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調査区は北側を１区、南側を２区としました。１・２区間の道路予定地部分は、来年度以

降に発掘調査を行う予定です。以下に１・２区の検出遺構を簡単に記します。

１区 調査区の西端部は低地状となっており、遺構密度が増すのは川跡を境に中央西から以

東です。中央部は土坑や柱穴、溝を中心とし、東半部は並行する東西方向の溝が主体です。

柱穴には柱根が残るものもあります。溝は幅約１ｍ、深さ 0.8ｍの規模で共通し、断面は逆

台形状です。これらは中世の遺構ですが、近世と考える縦板を組んだ井戸もありました。

２区 １区と同様に西端部は遺構密度が低いものの、中世以前の可能性がある溝を検出しま

した。中央から東部で中世の土坑、溝、柱穴、井戸などを検出しました。

出土遺物は、１・２区とも、13～15 世紀の素焼きの皿、越前焼、中国産の碗や皿が多く出

土しました。他に石製品、板材、銭貨などが出土しています。

まとめ 調査の結果、遺構の分布範囲から推定すると、称念寺を中心とする現在の門前の集

落が立地する微高地は、本来、さらに南方から東方に延びており、この微高地上に今回の調

査範囲を含む中世の集落が広範囲に展開していたと考えられます。      （野路昌嗣）

東から見た調査区の全景（左：２区 右：１区）

左：柱穴の検出状況 中：残っていた柱の根元 右：井戸枠を持たない井戸




